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遭
難
事
件
か
ら
始
ま
っ
た
、
信
頼
、
互
恵
、
友
好
へ

生
存
者
を
送
り
届
け
た
軍
艦
比
叡
、
金
剛
が
ト
ル

コ
を
去
る
際
、
国
王
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
は
、

田
中
艦
長
に
日
本
語
教
師
を
一
人
残
し
て
く
れ
な
い

か
と
依
頼
す
る
。
ト
ル
コ
の
士
官
に
日
本
語
を
学
ば

せ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
艦
長
は
こ
れ
に
応
え
て

野
田
正
太
郎
を
推
薦
す
る
。
彼
は
福
沢
諭
吉
が
創
設

し
た
時
事
新
報
の
記
者
で
、
同
社
が
集
め
た
義
捐
金

を
持
参
し
、
軍
艦
に
同
乗
し
て
き
た
者
。
喜
ん
だ
皇

帝
は
、
彼
を
ト
ル
コ
陸
軍
大
学
校
に
招
致
。
そ
こ
で

野
田
は
選
抜
士
官
数
名
に
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
に

な
る
。
イ
ス
ラ
ム
圏
初
の
駐
在
特
派
員
の
誕
生
で
あ

る
。

山
田
寅
次
郎
の
登
場

山
田
寅
次
郎
。
後
の
山
田
宗
有
。
茶
道
宗
徧
流
の

八
世
家
元
。
若
く
し
て
実
家
の
中
村
家
（
沼
田
藩
家

老
職
の
家
柄
）
か
ら
茶
道
家
元
、
山
田
家
に
養
子
入

り
。
し
か
し
、
行
動
力
溢
れ
る
彼
は
、
茶
道
を
高
弟

に
任
せ
、
も
っ
ぱ
ら
外
国
語
の
習
得
、
出
版
事
業
に

精
を
出
す
。
海
外
と
の
事
業
を
興
し
た
い
。
そ
ん
な

友
好
の
絆
２
：
ト
ル
コ
と
日
本
　
　
第
四
回
原
稿
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時
、
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ル
ル
ー
号
の
串
本
大
島

で
の
遭
難
を
新
聞
で
知
り
、
衝
撃
を
受
け
る
。
何
か

支
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ト
ル
コ
遭
難
者
支

援
の
義
捐
金
募
集
を
決
断
す
る
。
精
力
的
に
飛
び
回

り
、
講
演
し
、
そ
の
結
果
、
驚
く
ほ
ど
の
義
捐
金
集

め
に
成
功
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
義
捐
金
を
い
か
な

る
手
段
で
ト
ル
コ
に
送
る
か
思
案
。
そ
の
結
果
、
広

い
人
脈
を
活
用
し
、
時
の
外
務
大
臣
青
木
周
蔵
と
の

直
接
面
談
に
成
功
す
る
。
寅
次
郎
の
行
動
力
に
は
恐

れ
入
る
。
青
木
は
熟
慮
の
上
、
貴
殿
が
直
接
ト
ル
コ

に
届
け
た
ら
ど
う
か
と
進
言
。
そ
し
て
海
軍
が
フ
ラ

ン
ス
で
竣
工
の
新
鋭
艦
松
島
を
引
き
取
り
に
行
く
の

で
そ
の
船
に
同
乗
し
た
ら
良
い
と
助
言
す
る
。
さ
ら

に
青
木
は
、
遭
難
者
を
ト
ル
コ
に
送
り
届
け
た
軍
艦

比
叡
の
田
中
艦
長
を
紹
介
。
田
中
は
寅
次
郎
の
乗
り

組
み
を
快
く
引
き
受
け
る
。
こ
の
時
、
田
中
は
ト
ル

コ
皇
帝
が
日
本
と
の
初
の
通
商
取
引
を
希
望
し
て
い

る
と
さ
り
げ
な
く
寅
次
郎
に
伝
え
て
い
る
。
寅
次
郎

は
、
日
本
文
化
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
日
本
の
美

術
品
を
調
達
。
そ
の
中
に
、
実
家
、
中
村
家
伝
来
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の
、
鎧
と
兜
そ
れ
に
豊
臣
秀
頼
所
蔵
の
陣
太
刀
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
今
に
至
る
も
ト
ル
コ
の
宝
殿
、
ト

プ
カ
ピ
宮
殿
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
今

回
の
主
目
的
は
、
義
捐
金
を
届
け
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
う
し
て
田
中
の
計
ら
い
で
、
船
に
乗
る
こ
と
が
で

き
、
フ
ラ
ン
ス
で
下
船
す
る
と
単
独
で
、
ト
ル
コ
の

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
到
着
す
る
。
こ
の
時
、
寅
次
郎

若
干
二
十
六
歳
。
着
く
と
寅
次
郎
は
、
田
中
艦
長
の

紹
介
状
を
持
っ
て
、
早
速
、
野
田
を
訪
問
。
野
田
は

こ
の
若
者
を
い
た
く
気
に
入
り
、
面
倒
を
見
る
。
そ

し
て
集
め
た
多
額
の
義
捐
金
を
ト
ル
コ
外
務
省
に
届

け
る
。
寅
次
郎
の
到
来
は
、
日
本
の
民
間
人
が
義
捐

金
を
提
供
す
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
ト
ル
コ
に
来
た
と

ト
ル
コ
中
の
評
判
に
な
る
。
皇
帝
は
感
激
し
て
、
寅

次
郎
と
接
見
。
宮
廷
の
馬
車
が
迎
え
に
来
て
、
宮
殿

へ
と
接
待
さ
れ
る
。
ア
ブ
デ
ュ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
に
拝

謁
。
皇
帝
は
義
捐
金
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
述
べ
、

寅
次
郎
を
大
歓
迎
。
応
え
て
、
寅
次
郎
は
、
中
村
家

伝
来
の
鎧
と
兜
、
秀
頼
の
陣
太
刀
を
贈
呈
。
皇
帝

は
、
エ
ル
ト
ゥ
ル
ル
ー
号
遭
難
事
件
の
日
本
人
の
扱
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い
に
改
め
て
感
謝
し
、
日
本
人
を
尊
敬
し
て
い
る
と

述
べ
、
日
本
と
国
交
を
結
び
た
い
と
熱
く
語
り
、
寅

次
郎
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
と
ど
ま
っ
て
欲
し
い
と

語
る
。
そ
れ
に
は
、
お
互
い
の
言
葉
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
野
田
さ
ん
と
も
ど
も
、
陸
海
軍
士

官
に
日
本
語
を
教
え
て
く
れ
ま
い
か
と
要
請
す
る
。

寅
次
郎
に
と
っ
て
は
、
集
め
た
義
捐
金
を
直
接
渡
す

こ
と
。
こ
れ
が
ト
ル
コ
に
来
た
目
的
だ
が
、
ト
ル
コ

側
の
か
よ
う
な
歓
待
を
受
け
、
し
か
も
漠
然
た
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
嘗
て
か
ら
海
外
と
の
通
商
の
道
に

従
事
し
た
い
と
の
願
望
が
芽
生
え
、
皇
帝
の
意
の
通

り
、
ト
ル
コ
に
逗
留
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
そ
し
て

以
後
二
十
年
に
亘
り
、
ト
ル
コ
に
居
住
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
ず
は
、
皇
帝
の
指
示
通
り
、
士
官
学
校
で

野
田
と
共
に
日
本
語
を
教
え
、
ま
た
ト
ル
コ
語
を
教

わ
る
日
々
が
始
ま
る
。
ま
も
な
く
、野
田
は
帰
国
し
、

一
人
、
寅
次
郎
が
日
本
と
ト
ル
コ
を
つ
な
ぐ
役
目
を

果
た
す
。

寅
次
郎
は
、
皇
帝
か
ら
ト
ル
コ
商
工
務
省
直
轄
の

商
品
陳
列
館
（
海
外
物
産
の
取
引
所
）
の
日
本
代
理
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人
を
委
託
さ
れ
、
日
本
製
品
の
普
及
に
尽
力
す
る
。

さ
ら
に
寅
次
郎
が
懇
意
に
し
て
い
る
、
大
阪
の
中
村

商
店
（
繊
維
会
社
）
が
ト
ル
コ
と
の
初
の
交
易
を
望

み
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
支
店
を
設
け
る
こ
と
に
な

る
。
寅
次
郎
は
、
そ
の
支
配
人
と
し
て
活
躍
。
日
本

画
好
み
の
皇
帝
に
応
え
、
各
種
の
日
本
の
美
術
品
を

納
め
る
。
加
え
て
、
皇
帝
及
び
側
近
に
茶
の
湯
を
披

露
。
日
本
文
化
の
伝
播
に
尽
力
す
る
。

こ
の
間
、
日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
著
名
人
の
接
待

も
買
っ
て
出
る
。
徳
富
蘇
峰
、
後
の
総
理
大
臣
寺
内

正
毅
、
建
築
家
伊
東
忠
太
、
紀
州
徳
川
家
十
五
代
徳

川
頼
倫
な
ど
錚
々
た
る
人
物
が
皆
、
寅
次
郎
の
世
話

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
ト
ル
コ
に
は
彼
し

か
い
な
い
の
だ
か
ら
。
皇
帝
は
ま
す
ま
す
日
本
を
尊

敬
す
る
よ
う
に
な
る
。
民
間
の
代
理
大
使
と
し
て
の

寅
次
郎
の
活
躍
は
、
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
で
帰
国
の
や
む
な

き
に
至
る
ま
で
、
寅
次
郎
は
日
本
と
ト
ル
コ
の
正
式

な
外
交
関
係
樹
立
に
向
け
て
奔
走
。
ト
ル
コ
で
最
も

有
名
な
日
本
人
と
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
イ
ス
タ
ン
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ブ
ー
ル
に
は
「
山
田
寅
次
郎
広
場
」
が
あ
る
ほ
ど
で

あ
る
。

帰
国
後
の
寅
次
郎

帰
国
後
は
大
阪
で
製
紙
会
社
（
三
島
製
紙
所
）
を

立
ち
上
げ
、
事
業
展
開
。
日
本
と
ト
ル
コ
の
交
流
に

尽
力
し
続
け
る
。
一
九
二
五
年
、
大
阪
商
工
会
議
所

が
中
心
と
な
っ
て
日
土
（
ト
ル
コ
）
貿
易
協
会
が
設

立
さ
れ
、
初
代
理
事
長
に
就
任
。
翌
年
、
高
松
宮
殿

下
を
総
裁
に
招
き
、
日
土
協
会
を
創
設
。
一
九
二
八

年
に
は
、
日
土
貿
易
協
会
主
催
で
エ
ル
ト
ゥ
ル
ル
ー

号
犠
牲
者
の
大
々
的
な
追
悼
祭
を
大
島
の
樫
野
崎
で

開
催
し
て
い
る
。

そ
し
て
寅
次
郎
は
本
業
に
戻
る
。
茶
道
宗
徧
流
の

第
八
世
家
元
と
し
て
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
、

組
織
を
ま
と
め
上
げ
、
以
後
宗
徧
流
の
発
展
に
尽
力

を
尽
く
す
。
宗
徧
流
は
、忠
臣
蔵
に
関
わ
り
の
あ
る
、

吉
良
義
央
、
大
高
源
吾
な
ど
を
指
導
し
た
山
田
宗
徧

（
千
宗
旦
の
弟
子
）
が
創
始
し
た
茶
道
流
派
で
あ
る
。

本
所
に
居
を
構
え
、
江
戸
華
や
か
な
り
し
頃
、
非
常

に
隆
盛
し
た
流
派
で
あ
っ
た
。
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ト
ル
コ
共
和
国

時
代
は
変
わ
り
、
ト
ル
コ
共
和
国
が
誕
生
。
初
代

大
統
領
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ャ
（
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
＝
父
な

る
ト
ル
コ
人
の
意
）
か
ら
共
和
国
記
念
祭
の
招
待
状

が
寅
次
郎
の
も
と
に
送
ら
れ
て
く
る
。
彼
は
新
首
都

ア
ン
カ
ラ
に
出
向
く
。
大
宴
会
が
開
か
れ
る
。
と
、

大
統
領
は
つ
か
つ
か
と
彼
の
前
に
や
っ
て
く
る
。
そ

し
て
、
な
ん
と
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。「
私
は
あ
な

た
と
面
識
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の

士
官
学
校
で
日
本
語
を
習
っ
て
い
た
生
徒
の
一
人
な

の
で
す
」。
ケ
マ
ル･

パ
シ
ャ
は
新
た
な
る
国
造
り

の
規
範
を
日
本
に
求
め
た
。
彼
は
執
務
室
に
明
治
天

皇
の
遺
影
を
飾
り
、
尊
敬
の
念
を
表
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
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